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・
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
の
フ

ァ
サ
ー
ド
＝
写
真
＝
に
採
用

さ
れ
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
に
使

わ
れ
て
い
る
の
は
同
製
品
で

黒
色
に
着
色
さ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
。
経
年
劣
化
し
た
木

材
の
風
合
い
を
再
現
し
、
周

辺
の
森
林
と
調
和
さ
せ
た
。

世
界
最
北
端
の
蒸
留
所
と
さ

れ
、
14
年
創
業
の
カ
イ
ロ
・

デ
ィ
ア
ス
テ
ィ
ラ
リ
ー
社
が

運
営
し
て
い
る
。
ラ
ン
ク
セ

ス
に
よ
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
黒
色
顔
料
を
着
色
し
て

所
望
す
る
色
を
確
実
に
得
る

に
は
、
基
礎
技
術
か
ら
応
用

技
術
ま
で
広
範
な
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

^

　
米
国
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
輸
入
額
は
19
年
通
年
で
前

年
比
１
・
６
％
増
の
４
２
０

億
４
３
０
０
万
㌦
と
な
り
、

２
年
連
続
で
４
０
０
億
㌦
台

に
乗
せ
た
。
最
大
の
輸
入
先

で
あ
る
中
国
は
３
・
５
％
減

の
１
７
２
億
㌦
と
15
年
以
降

で
は
初
の
マ
イ
ナ
ス
。
米
中

貿
易
摩
擦
の
影
響
も
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

連
盟
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ト
ラ

ス
デ
ー
タ
を
も
と
に
ま
と
め

た
。
対
象
は
そ
の
他
を
含
め

９
品
目
で
、
シ
ェ
ア
が
最
大

の
「
板
・
シ
ー
ト
・
フ
ィ
ル

ム
」
は
多
泡
性
品
の
伸
び
が

寄
与
し
１
・
１
％
増
の
87
億

㌦
と
、
３
年
連
続
の
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
。「
食
器
・
家
庭

用
品
」
が
８
％
増
加
し
全
体

で
最
も
高
い
伸
び
率
を
記
録

し
た
一
方
、「
管
」「
運
搬
・

包
装
用
品
」
は
１
割
近
く
落

ち
込
ん
だ
。

　
輸
入
先
は
中
国
が
減
少
す

る
一
方
、
４
位
の
韓
国
、
５

位
の
台
湾
、
８
位
の
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
他
の
ア
ジ
ア
勢
が
増

加
。
ベ
ト
ナ
ム
は
伸
び
率
が

７
割
台
を
記
録
、
輸
入
額
は

15
年
時
点
の
約
３
倍
に
拡
大

す
る
な
ど
、
プ
ラ
製
品
の
加

工
拠
点
の
集
積
が
進
む
同
国

の
存
在
感
の
高
ま
り
を
示
す

か
た
ち
と
な
っ
た
。

米
プ
ラ
輸
入
、19
年

1.6
％
増
の
420
億
㌦

カ
セ
イ
出
荷 

輸
出
は
最
高
更
新

３
年
連
続
で
400
万
㌧
台

３月のＯＰＰ・ＣＰＰ出荷実績
（単位 ： トン、 ％）

３月
前　年
同月比

１～３月
累計

前　年
同期比

Ｏ
Ｐ
Ｐ

生　　　産 21,674 100.7 53,506 95.3

出　
　

荷

食品 16,754 99.0 43,709 100.6
工業用・その他 2,834 91.7 7,907 93.2
繊維・雑貨 1,242 93.7 3,341 93.4
内 需 計 20,830 97.7 54,957 99.0
輸　　出 242 56.0 582 55.2

合　　計 21,072 96.8 55,539 98.2
在　　　庫 33,860 94.2

Ｃ
Ｐ
Ｐ

生　　　産 14,086 94.2 38,999 93.0

出　
　

荷

食品 11,992 98.7 31,813 98.2
工業用 689 126.0 1,862 114.0
繊維・雑貨・その他 1,484 90.9 4,077 90.7
内 需 計 14,165 98.9 37,752 98.0
輸　　出 548 148.1 1,292 88.6

合　　計 14,713 100.1 39,044 97.6
在　　　庫 25,986 94.5

日本ポリプロピレンフィルム工業会

2020年３月と19年度のカセイソーダ出荷内訳 （単位 ： トン、 ％）

３月
自家消費

内数
前　年
同月比

１～３月
自家消費
内数

前　年
同期比

2019年度
計

自家消費
内数

前年度比

紙・ パ ル プ 22,044 89.7 65,363 86.2 260,858 87.0
化 学 繊 維 5,486 1,042 102.2 15,805 3,148 98.8 61,290 10,983 95.8
染 色 整 理 3,475 100.4 10,438 96.5 44,333 95.6
ア ル ミ ナ 2,064 1,371 104.2 5,584 3,586 105.0 22,027 13,208 99.9
食 品 7,131 153 105.6 21,026 377 100.5 80,402 1,378 97.1
石 油 精 製 1,818 89.7 5,721 93.8 22,538 91.7
セ ロ フ ァ ン 970 145.0 2,938 149.0 10,663 124.2
化 学 工 業 141,085 68,224 96.3 437,284 220,711 94.3 1,812,833 912,005 96.3
無 機 薬 品 32,728 16,790 95.1 94,817 48,996 94.9 402,017 208,338 91.3
有機・石油化学 27,758 20,986 97.8 90,013 69,238 94.3 383,071 299,513 96.4
染料・中間物 5,158 2,327 99.1 16,283 8,025 86.4 71,547 33,664 94.9
石けん・洗剤 3,222 91.4 9,638 94.0 39,693 92.0
電 解 ソ ー ダ 4,248 3,747 106.9 12,794 11,335 102.2 49,362 43,308 96.8
カプロラクラム 615 35 65.6 2,290 114 83.6 10,598 494 89.1
プラスチック 12,286 5,346 96.0 41,199 18,209 98.2 161,673 73,107 97.2
重 曹 5,165 5,165 108.5 15,402 15,402 109.4 57,019 57,019 104.3
高度さらし粉 501 410 136.5 1,428 1,152 120.7 5,388 4,452 118.9
その他化学工業 49,404 13,418 94.8 153,420 48,240 92.0 632,465 192,110 99.0

非 鉄 金 属 6,408 16 93.3 19,359 42 92.3 78,656 161 91.1
電 機・ 電 子 5,243 96.9 15,213 96.3 61,870 93.9
医 薬 2,130 89.6 6,508 102.1 26,003 97.9
鉄 鋼 3,975 124.1 10,840 112.8 40,963 97.5
ガ ラ ス 331 298 94.8 960 864 101.7 4,090 3,393 102.9
タ ー ル 41 85.4 114 82.6 490 86.6
農 薬 1,418 720 145.6 4,486 2,532 118.9 19,477 11,972 112.3
電 力 2,364 222 91.5 7,182 676 93.8 29,312 3,069 95.7
上 下 水 道 3,603 219 96.8 10,273 676 95.7 42,325 2,782 94.2
水処理・廃水処理 16,181 3,854 132.1 44,718 11,155 125.6 171,931 40,063 105.5
そ の 他 43,105 1,130 99.4 108,973 2,794 107.1 389,750 17,670 94.0

内 需 計 268,872 77,249 98.7 792,785 246,561 97.4 3,180,455 1,016,683 95.6
輸 出 64,219 84.9 250,724 106.1 839,167 122.8

需 要 計 333,091 77,249 95.7 1,043,509 246,561 99.4 4,019,622 1,016,683 100.2

３月の合成繊維生産・在庫量
(単位 ： トン、 ％）

生　　産 在　　庫

３月
前　年
同月比

１～３月
計

前　年
同期比

３月
前　年
同月比

ナイロンＦ 5,204 80.3 17,439 87.1 10,802 104.7

アクリルＳ 9,066 83.4 20,850 83.2 10,684 118.3

ポリエステルＦ 9,202 89.4 26,829 89.8 9,786 106.3

ポリエステルＳ 6,688 88.3 19,889 91.6 11,939 96.1

ポリプロピレンＦ 2,992 65.6 8,203 58.9 788 104.0

ポリプロピレンＳ 5,371 133.4 15,343 120.5 6,927 100.3

その他 14,122 94.7 37,803 94.4 14,790 93.9

合　　計 52,645 89.7 146,356 89.6 65,716 102.1

注）非会員企業のデータは推定値で集計
日本化学繊維協会

３月のカーボンブラック実績
(単位 ： トン、 ％ )

生　　　産 出　　　荷

３月 前年比 累　計 前年比 ３月 前年比 累　計 前年比

ゴ ム 用 42,219 83.7 129,345 93.0 43,481 88.7 126,208 91.6

非ゴム用 1,746 80.6 6,802 88.4 2,199 67.6 6,780 78.0

合　計 43,965 83.5 136,147 92.8 45,680 87.4 132,988 90.8

カーボンブラック協会

３月の硬質塩化ビニル
平板生産出荷実績　　

(単位 ： トン、 ％ )

３月
前　年
同月比

１～３月
計

前　年
同期比

生　　産 1,374 168 3,337 135

出　
　

荷

工業用 934 141 2,169 118

一般用 330 101 877 96

建材用 0 － 0 －

輸　出 107 233 229 103

計 1,371 132 3,275 110

在　　庫 2,201 91

日本プラスチック板協会

３月の硬質塩化ビニル
波板生産出荷実績　　

(単位 ： トン、 ％ )

３月
前　年
同月比

１～３月
計

前　年
同期比

生　　産 417 71 1,055 65

出　

荷

国　内 453 91 1,136 78

輸　出 0 － 0 －

計 453 91 1,136 78

在　　庫 1,899 96

日本プラスチック板協会

３月のポリカーボネート
平板・波板生産出荷実績

(単位：トン、％ )

３月
前　年
同月比

１～３月
累計

前　年
同期比

平　
　

板

生　　産 1,381 77 3,950 75

出　

荷

国 内 1,459 90 4,006 83

輸 出 1 － 3 300

計 1,460 90 4,009 83

在　　庫 5,395 109

波　
　

板

生　　産 1,094 92 3,269 90

出　

荷

国 内 944 84 2,286 68

輸 出 0 － 0 －

計 944 84 2,286 68

在　　庫 3,012 171

日本プラスチック板協会

方
向
に
あ
る
な
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
塩

ビ
樹
脂
や
ウ
レ
タ
ン
な
ど
塩

素
誘
導
品
の
需
要
鈍
化
が
鮮

明
に
な
れ
ば
電
解
設
備
の
稼

働
低
下
を
招
き
、
生
産
は
さ

ら
に
減
る
こ
と
に
な
る
。
出

荷
は
内
需
が
落
ち
込
む
分
を

輸
出
に
振
り
向
け
る
状
況
が

続
く
見
通
し
。
内
需
回
復
は

米
中
貿
易
摩
擦
に
起
因
す
る

先
行
き
不
透
明
感
の
解
消
が

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
る
。

　
塩
化
物
は
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
需
給
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
策
と
し
て
同
製
品

の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
お
り
、

東
ソ
ー
も
国
の
要
請
に
応
じ

て
増
産
を
表
明
し
て
い
る
。

19
年
度
の
出
荷
は
前
年
を
割

り
込
ん
だ
が
、
１
～
３
月
期

は
１
％
台
の
増
加
を
記
録
。

４
月
以
降
は
さ
ら
な
る
伸
び

が
見
込
ま
れ
る
。

^

　
日
本
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
フ

ィ
ル
ム
工
業
会
が
ま
と
め
た

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）

フ
ィ
ル
ム
の
３
月
生
産
・
出

荷
統
計
に
よ
る
と
、
内
需
は

延
伸
フ
ィ
ル
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｐ
）

が
前
年
同
月
比
２
・
３
％
減

の
２
万
８
３
０
㌧
と
２
カ
月

連
続
で
前
年
割
れ
、
無
延
伸

フ
ィ
ル
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）
は
２

Ｐ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム

３
月
内
需
前
年
割
れ

　
千
代
田
化
工
建
設
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
受
注
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
「
競
争
優
位

性
と
実
現
度
が
高
い
案
件
を

選
別
し
、
確
実
に
受
注
に
つ

な
げ
る
活
動
を
強
化
す
る
」

（
山
東
理
二
社
長
）
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

や
原
油
安
の
影
響
で
大
型
案

件
を
中
心
に
見
直
し
の
動
き

が
相
次
ぐ
な
か
、
当
面
は
カ

タ
ー
ル
の
液
化
天
然
ガ
ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
生
産
拡
張
計
画

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銅
精
錬

所
建
設
計
画
な
ど
に
狙
い
を

絞
り
、
受
注
を
確
実
な
も
の

に
し
て
い
く
。
前
者
は
20
年

度
中
に
カ
タ
ー
ル
政
府
に
よ

る
最
終
投
資
決
定
（
Ｆ
Ｉ

Ｄ
）
が
行
わ
れ
る
見
通
し
。

加
え
て
「
医
薬
・
一
般
産
業

関
係
で
当
初
計
画
し
て
い
た

海
外
生
産
を
国
内
生
産
に
切

り
替
え
る
動
き
が
出
て
い

る
」
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
起
因
す
る
国
内
回
帰
の
動

き
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
３
月
末
時
点
の
受
注
残
高

は
約
８
千
億
円
で
、
当
面
は

手
持
ち
案
件
を
着
実
に
遂
行

し
利
益
を
積
み
上
げ
る
方

針
。
20
年
度
受
注
高
目
標
は

現
時
点
で
は
未
定
と
し
て
い

る
。
手
持
ち
案
件
の
う
ち
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
と
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
共
同
企
業
体
向
け

米
テ
キ
サ
ス
州
の
年
産
１
８

０
万
㌧
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
「
中
国
で
生
産
し
て
い
る

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
米
国
向
け
船

積
み
は
、
計
11
回
予
定
の
う

ち
第
４
船
ま
で
出
航
済
み
」

と
い
う
状
況
だ
。

　
同
社
は
１
年
前
に
再
建
計

画
を
策
定
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
市
場
の
拡
大
な
ど
事
業
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
事
業
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
収
益
構
造

の
変
革
を
加
速
す
る
。
30
年

の
収
益
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
Ｅ

Ｐ
Ｃ
と
非
Ｅ
Ｐ
Ｃ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
球
環
境
分
野
の
利

益
貢
献
比
率
を
半
々
に
す
る

こ
と
を
描
く
。
非
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の

取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
が
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
。
現
在
、
蓄
積
し

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
知

見
と
Ａ
Ｉ
技
術
を
融
合
し
た

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。
プ
ラ
ン

ト
操
業
の
最
適
化
・
自
律
化

に
寄
与
す
る
と
い
う
。
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
ブ
ラ
ン

ド
名
も
「
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
」

に
決
ま
り
、
展
開
を
強
化
す

る
方
針
。

^

　
ラ
ン
ク
セ
ス
の
無
機
顔
料

「
バ
イ
フ
ェ
ロ
ッ
ク
ス
」
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
あ
る
ジ
ン

ラ
ン
ク
セ
ス

最
北
の
蒸
留
所
に

無
機
顔
料
が
採
用

　
パ
ー
ジ
剤
は
多
種
あ
り
、

世
界
で
膨
大
な
数
の
企
業
が

手
が
け
る
。
世
界
の
樹
脂
成

形
現
場
で
使
わ
て
い
る
も
の

の
、
多
品
種
少
量
生
産
が
進

み
人
手
不
足
が
顕
著
な
日
本

で
広
く
普
及
し
て
い
る
の
に

比
べ
る
と
、
樹
脂
需
要
の
拡

大
が
続
く
中
国
、
ア
ジ
ア
で

の
普
及
率
は
低
い
。
そ
の
分

多
く
の
潜
在
需
要
が
あ
る
と

言
え
る
。
足
元
で
自
動
車
や

電
気
・
電
子
機
器
を
は
じ
め

　
帝
人
は
マ
テ
リ
ア
ル
事
業

領
域
の
20
年
度
売
上
高
が
前

年
度
比
16
％
減
の
５
３
０
０

億
円
、
営
業
利
益
が
58
％
減

の
90
億
円
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

が
14
％
減
の
４
９
０
億
円
に

な
る
と
予
想
す
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
自
動
車
・
航

空
機
向
け
製
品
の
販
売
減
な

ど
を
考
慮
し
、
営
業
利
益
予

想
は
当
初
計
画
よ
り
１
４
５

億
円
下
方
修
正
し
た
。
米
国

で
の
炭
素
繊
維
と
自
動
車
向

け
複
合
成
形
材
料
の
新
工
場

建
設
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
ア
ラ

ミ
ド
繊
維
設
備
増
設
と
い
っ

た
大
型
設
備
投
資
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
工
事
が
遅

延
し
て
い
る
。

　
業
績
予
想
の
前
提
と
し
て

４
～
６
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

経
済
活
動
へ
の
影
響
が
大
き

く
表
れ
、
７
～
12
月
に
経
済

活
動
が
徐
々
に
正
常
化
、
21

年
１
～
３
月
に
は
影
響
が
ほ

ぼ
収
束
す
る
と
想
定
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
特
に

大
き
い
の
は
、
マ
テ
リ
ア
ル

事
業
領
域
売
上
高
の
約
３
割

を
占
め
る
自
動
車
・
航
空
機

向
け
製
品
。
米
国
子
会
社
Ｃ

Ｓ
Ｐ
が
展
開
す
る
自
動
車
向

け
複
合
成
形
材
料
は
３
月
中

旬
以
降
の
完
成
車
メ
ー
カ
ー

の
生
産
停
止
に
よ
り
販
売
に

影
響
が
出
て
い
る
。
ブ
レ
ー

キ
摩
擦
材
や
タ
イ
ヤ
補
強
材

な
ど
に
使
う
ア
ラ
ミ
ド
繊
維

の
販
売
も
減
少
し
て
い
る
。

航
空
機
関
連
は
需
要
減
と
回

復
の
長
期
化
リ
ス
ク
が
機
体

構
造
材
に
使
う
炭
素
繊
維
な

ど
の
販
売
に
響
く
。

　
設
備
投
資
に
も
支
障
が
出

て
い
る
。
米
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
で
建
設
中
の
炭
素
繊

維
の
新
工
場
は
工
事
が
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
も
の
の
、
移
動
制

限
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
現
地
に

派
遣
で
き
ず
稼
働
に
向
け
た

最
終
的
な
調
整
が
で
き
て
い

な
い
。
航
空
機
向
け
炭
素
繊

維
の
需
要
低
迷
も
あ
っ
て
、

稼
働
は
当
初
予
定
の
20
年
後

半
か
ら
遅
れ
る
見
通
し
。
テ

キ
サ
ス
州
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ
の
複

合
成
形
材
料
新
工
場
建
設

（
21
年
度
稼
働
予
定
）
、
オ

ラ
ン
ダ
で
の
パ
ラ
系
ア
ラ
ミ

ド
繊
維
設
備
増
設
（
22
年
稼

働
予
定
）
も
完
成
・
稼
働
時

期
が
ず
れ
込
み
そ
う
だ
。

　
帝
人
は
20
年
度
か
ら
３
年

間
の
新
中
期
経
営
計
画
を
始

動
し
、
投
資
（
設
備
投
資
と

Ｍ
＆
Ａ
）
枠
は
３
５
０
０
億

円
に
設
定
し
た
。
20
年
度
の

設
備
投
資
は
７
０
０
億
円

（
前
年
度
比
14
億
円
増
）
と

す
る
計
画
で
、
主
に
マ
テ
リ

ア
ル
事
業
領
域
の
大
型
設
備

投
資
に
充
て
る
。
園
部
芳
久

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
「
新
中
計
の
基
本

的
な
方
針
に
変
更
は
な
い

が
、
自
動
車
・
航
空
機
業
界

の
状
況
を
見
な
が
ら
投
資
の

時
期
は
慎
重
に
見
極
め
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
時
期
の
遅

れ
や
投
資
額
が
減
少
す
る
可

能
性
は
あ
る
」
と
語
っ
た
。

最
終
製
品
の
生
産
は
停
滞
し

て
い
る
が
、
樹
脂
成
形
現
場

で
の
多
品
種
少
量
化
や
省
人

化
に
加
え
、
世
界
的
な
廃
プ

ラ
削
減
へ
の
動
き
も
あ
り
、

こ
れ
ら
に
寄
与
す
る
パ
ー
ジ

剤
の
潜
在
需
要
は
多
い
。

　
パ
ー
ジ
剤
は
、
旭
化
成
が

日
本
だ
け
で
な
く
欧
米
や
中

国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
海
外

で
も
高
い
シ
ェ
ア
を
持
ち
、

ダ
イ
セ
ル
ポ
リ
マ
ー
や
日
祥

（
Ｊ
Ｎ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
も
日

本
や
ア
ジ
ア
を
中
心
に
市
場

を
広
げ
る
な
ど
日
本
企
業
が

得
意
と
す
る
製
品
の
一
つ
。

　
今
の
と
こ
ろ
中
国
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
の
顧
客
は
日
系

　
宇
部
興
産
は
ナ
イ
ロ
ン
原

料
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
（
Ｃ
Ｐ

Ｌ
）
の
ア
ジ
ア
大
口
需
要
家

向
け
５
月
契
約
価
格
（
１
㌧

当
た
り
）
を
前
月
比
30
㌦
高

の
９
８
０
㌦
で
決
着
し
た
。

値
上
が
り
は
３
カ
月
ぶ
り
。

４
月
は
原
料
安
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
需
要
減
で
３
月
比
３
６

０
㌦
下
落
し
た
が
、
５
月
は

小
幅
な
が
ら
反
発
し
た
。

　
５
月
の
原
料
ベ
ン
ゼ
ン
の

ア
ジ
ア
契
約
価
格
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
は
３
２
５
㌦
と
10
㌦
下

落
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
と
の
値
差
は
６

５
５
㌦
と
40
㌦
拡
大
し
た
。

　
要
因
は
需
給
の
引
き
締
ま

り
。
最
大
市
場
の
中
国
で
は

川
下
工
場
の
生
産
活
動
が
再

開
し
た
一
方
、
現
地
の
Ｃ
Ｐ

Ｌ
メ
ー
カ
ー
数
社
が
定
期
修

理
を
行
い
、
台
湾
唯
一
の
メ

ー
カ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
が
４
月
に

設
備
を
休
止
し
供
給
が
細
っ

て
い
る
。
在
庫
が
減
少
し
、

中
国
国
内
の
設
備
稼
働
率
は

４
月
初
め
の
６
割
半
ば
か
ら

月
末
に
約
７
割
へ
、
ナ
イ
ロ

ン
チ
ッ
プ
の
稼
働
率
も
約
６

割
か
ら
６
割
後
半
へ
上
昇
し

た
。
６
月
の
Ｃ
Ｐ
Ｌ
契
約
価

格
は
さ
ら
に
上
昇
し
、
値
差

も
拡
大
す
る
見
通
し
だ
。

  

シ
ノ
ペ
ッ
ク
の
中
国
国
内

契
約
価
格
は
４
月
が
前
月
比

４
２
５
元
安
の
８
７
７
５
元

（
１
０
０
５
㌦
見
合
）
で
決

着
、
５
月
仮
価
格
は
１
２
２

５
元
高
の
１
万
元
（
１
１
４

５
㌦
見
合
）
で
提
示
さ
れ
て

い
る
。
ナ
イ
ロ
ン
チ
ッ
プ
の

中
国
国
内
価
格
は
４
月
に
１

２
０
０
㌦
を
割
り
込
ん
だ
が

５
月
は
１
３
０
０
～
１
３
５

０
㌦
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

・
１
％
減
の
１
万
４
１
６
５

㌧
と
８
カ
月
連
続
で
前
年
を

下
回
っ
た
。
主
力
の
食
品
包

装
用
の
需
要
減
が
続
い
た
。

^

　
日
本
化
学
繊
維
協
会
が
ま

と
め
た
３
月
の
合
成
繊
維
生

産
（
速
報
値
）
は
前
年
同
月

合
繊
生
産

６
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

比
10
・
３
％
減
の
５
万
２
６

４
５
㌧
と
６
カ
月
連
続
で
前

年
実
績
を
下
回
っ
た
。
２
ケ

タ
減
は
３
カ
月
連
続
。

　
繊
維
別
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
短
繊
維
を
除
く
繊
維
が
前

年
割
れ
と
な
っ
た
。
減
少
率

は
、
紙
お
む
つ
材
料
な
ど
に

使
う
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
長
繊

維
が
34
％
と
顕
著
だ
っ
た
。

ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維
、
ア
ク
リ

ル
短
繊
維
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

長
繊
維
・
短
繊
維
も
２
ケ
タ

の
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

^

　
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
協
会

が
ま
と
め
た
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ

ッ
ク
（
カ
ー
黒
）
の
３
月
需

カ

ー

黒

生
産
・
出
荷
２
ケ
タ
減

目
の
３
月
需
給
実
績
に
よ
る

と
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
平
板

は
出
荷
が
前
年
同
月
比
32
％

増
で
19
カ
月
ぶ
り
に
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
。
用
途
別
は
工
業

用
が
41
％
増
、
一
般
用
が
１

％
増
で
、
輸
出
は
１
３
２
％

増
え
た
。
生
産
は
68
％
増
と

３
カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

　
塩
ビ
平
板
以
外
の
３
品
目

　
日
本
ソ
ー
ダ
工
業
会
が
ま

と
め
た
ソ
ー
ダ
工
業
薬
品
の

19
年
度
需
給
実
績
に
よ
る
と

カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
は
生
産
が
前

年
度
比
１
・
４
％
増
加
し
、

２
年
ぶ
り
に
４
０
０
万
㌧
の

大
台
に
乗
せ
た
。
電
解
設
備

の
定
修
規
模
差
が
主
因
。
出

荷
は
微
増
も
３
年
連
続
で
４

０
０
万
㌧
台
を
維
持
し
た
。

内
需
は
化
学
工
業
向
け
を
は

じ
め
幅
広
い
用
途
で
落
ち
込

ん
だ
一
方
、
輸
出
は
イ
ン
ド

や
米
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
向
け

の
拡
大
を
背
景
に
約
84
万
㌧

と
２
割
以
上
伸
長
。
04
年
度

（
約
75
万
㌧
）
以
来
15
年
ぶ

り
に
最
高
を
更
新
し
た
。
塩

化
物
は
高
度
さ
ら
し
粉
を
除

き
軒
並
み
出
荷
が
減
少
。
合

成
塩
酸
は
約
５
％
減
っ
た
。

　
今
後
、
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
は

電
解
設
備
の
定
修
規
模
拡
大

に
伴
い
生
産
が
抑
え
ら
れ
る

　
樹
脂
替
え
、
色
替
え
な
ど

の
際
に
使
用
さ
れ
る
成
形
機

用
洗
浄
剤
（
パ
ー
ジ
剤
）
の

普
及
が
海
外
で
も
進
み
そ
う

だ
。
樹
脂
の
需
要
は
米
中
貿

易
摩
擦
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
停
滞

し
て
い
る
が
、
パ
ー
ジ
剤
は

多
品
種
少
量
生
産
化
や
人
手

不
足
・
労
務
費
上
昇
に
加

え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物

削
減
に
も
寄
与
す
る
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
、
普
及
率
の

低
い
ア
ジ
ア
市
場
で
も
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
。
世
界

最
大
手
の
旭
化
成
を
は
じ
め

日
本
企
業
が
得
意
と
す
る
製

品
の
一
つ
で
あ
り
、
海
外
を

含
む
一
層
の
普
及
率
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ
。

は
生
産
、
出
荷
と
も
に
低
調

で
、
生
産
は
塩
ビ
波
板
が
29

％
減
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

（
Ｐ
Ｃ
）
平
板
が
23
％
減
、

Ｐ
Ｃ
波
板
は
８
％
減
と
な
っ

た
。
出
荷
は
塩
ビ
波
板
９
％

減
、
Ｐ
Ｃ
平
板
10
％
減
、
Ｐ

Ｃ
波
板
16
％
減
だ
っ
た
。

　
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
協

会
が
ま
と
め
た
プ
ラ
板
４
品

製
造
業
の
国
内
回
帰
も
期
待

中
東
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
照
準

千代田化工

給
実
績
に
よ
る
と
生
産
、
出

荷
と
も
前
年
同
月
か
ら
２
ケ

タ
減
少
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
る
需
要
減
を
反
映
し

た
。
主
力
ユ
ー
ザ
ー
の
タ
イ

ヤ
メ
ー
カ
ー
が
５
月
上
旬
ま

で
タ
イ
ヤ
工
場
の
操
業
を
停

止
し
て
い
た
関
係
で
、
４
月

の
カ
ー
黒
の
生
産
・
出
荷
は

さ
ら
に
落
ち
込
み
そ
う
だ
。

　
１
～
３
月
は
生
産
が
前
年

同
期
比
７
・
２
％
減
、
出
荷

が
９
・
２
％
減
だ
っ
た
。
タ

イ
ヤ
向
け
を
中
心
と
し
た
内

需
の
低
迷
が
響
い
た
。
輸
出

は
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向

け
が
振
る
わ
ず
11
・
８
％

減
、
輸
入
は
中
国
品
が
大
幅

に
減
り
８
％
減
と
な
っ
た
。

プ
ラ
板
出
荷

塩
ビ
平
板
32
％
増

企
業
が
多
い
と
さ
れ
、
新
規

顧
客
を
十
分
に
開
拓
し
き
れ

て
い
な
い
。
そ
の
一
因
に
は

パ
ー
ジ
剤
が
総
じ
て
高
価
な

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ

労
務
費
や
廃
プ
ラ
の
処
理
コ

ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
た
ト
ー

タ
ル
で
考
え
る
と
、
コ
ス
ト

削
減
効
果
も
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
は
世
界
的
な
解
決
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
世
界
的
に
見
て
も
普
及
率

の
高
い
日
本
市
場
や
日
系
顧

客
向
け
の
採
用
実
績
も
中
国

・
ア
ジ
ア
の
ロ
ー
カ
ル
顧
客

な
ど
に
積
極
的
に
訴
求
し
て

顧
客
層
を
広
げ
た
い
。

ア
ジ
ア
の
顧
客
層
拡
大

成
形
機
用

洗

浄

剤 

廃
プ
ラ
問
題
追
い
風
に

帝
人 

今
期
設
備
投
資
に
遅
延
も

営
業
益
58
％
減
を
予
想

マテリアル

宇
部
興
産
、
30
㌦
高
の
980
㌦

Ｃ
Ｐ
Ｌ
小
幅
反
発

５　月


